
政務活動費適正支出のチェックポイント

美里町議会での政務活動費は地方自治法とガイドラインに従い
厳格な運用を行っています。
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文
教
民
生
経
済
常
任
委
員
会
が
７

月
12
日
９
時
10
分
よ
り
東
児
玉
小
学

校
を
始
め
に
、
松
久
・
大
沢
小
学
校

（
給
食
試
食
）、
中
学
校
と
順
次
訪
問

を
い
た
し
ま
し
た
。
冒
頭
各
学
校
長

よ
り
学
校
概
要
、
経
営
方
針
、
教
育

目
標
、
目
指
す
児
童
生
徒
像
、
目
指

す
教
師
像
、
等
々
の
具
体
的
な
取
組

に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
受
け
た
後

に
参
観
を
い
た
し
ま
し
た
。
小
中
学

校
と
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業

で
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
取
り
組
む

様
子
が
伺
え
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
が

頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
学
校
で
は
暑
さ
対
策
を
考
慮
し

た
ジ
ャ
ー
ジ
で
の
授
業
に
感
じ
入
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
観
後
、
委
員
か
ら
様
々
な
質
疑

が
行
わ
れ
、
都
度
丁
寧
な
説
明
が
あ

り
創
意
工
夫
を
し
、
対
応
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
修
学
旅
行
（
中
学
３
年
）
の
実
施

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
送
り
出
す
先
生
方
は
、
全
員

が
元
気
で
無
事
に
家
族
の
も
と
へ
、

熟
慮
た
る
思
い
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
子
供
た
ち
の
満
面
の
笑
顔
が
ご

家
族
の
方
へ
の
一
番
の
お
土
産
で
す
。

仲
間
と
の
絆
を
深
め
、
一
生
の
思
い

出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
の

　
令
和
４
年
度 

児
玉
郡
町
議
会
議

員
前
期
研
修
会
（
美
里
町
、
上
里
町
、

神
川
町
、
本
庄
市
）
が
遺
跡
の
森
館

ホ
ー
ル
で
「
政
務
活
動
費
適
正
支
出

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
の
演
題
で

講
師
、
廣
瀬
和
彦
先
生
（
明
治
大
学

政
治
経
済
学
部
講
師
・
明
治
大
学
公

共
政
策
大
学
院
講
師
）
に
御
登
壇
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
地
方
自
治
法
の
１
０
０

条
の
普
通
地
方
公
共
団
体
は
条
例
の

定
め
る
と
こ
ろ
の
「
そ
の
議
会
の
議

員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と

し
て
、
そ
の
議
会
に
お
け
る
議
員
に

対
し
政
務
活
動
費
を
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
」、「
政
務
活
動
費
の
交
付

を
受
け
た
議
員
は
条
例
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
政
務
活
動
費
に

係
る
収
入
及
び
支
出
の
報
告
を
議
長

に
提
出
す
る
」、「
議
長
は
、
そ
の
使

途
の
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
」
と

い
っ
た
政
務
活
動
費
の
意
義
か
ら
全

国
の
町
村
議
会
の
政
務
活
動
費
の
交

付
状
況
や
議
員
１
人
当
た
り
の
交
付

金
額
と
政
務
活
動
費
の
現
在
の
状
況

説
明
の
後
に
、
政
務
活
動
費
に
よ
る

活
動
の
性
格
と
公
務
性
の
是
非
を
過

去
に
あ
っ
た
裁
判
事
例
で
政
務
活
動

費
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
活
動
に
お
け

決
断
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
の
訪
問
で
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
や
、
特
色
を
生
か
し
た
教
育

に
各
学
校
と
も
取
り
組
ん
で
い
る
と

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
が
協
力
し
、

児
童
生
徒
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る

よ
う
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
訪
問
に
当
た
り
関
係
者
の
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
文
教
民
生
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長
　
櫻
澤
　
　
明

る
判
断
基
準
を
御
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
昨
今
、
国
会
で
も
文
書
通
信
交
通

滞
在
費
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
地
方
議
会
の
政
務
活
動
費
と

の
大
き
な
違
い
は
、
使
い
道
の
公
開

は
な
く（
領
収
書
や
用
途
の
報
告
等
）

そ
し
て
未
使
用
分
の
返
納
も
な
い
こ

と
で
す
。
こ
れ
で
は
国
民
の
理
解
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
国
会
の
文
通
費
の

よ
う
に
「
第
２
の
給
料
」
と
言
わ
れ

な
い
よ
う
に
、
我
々
の
政
務
活
動
費

は
厳
格
な
地
方
自
治
法
の
下
使
用
・

運
用
を
行
い
、
町
民
の
た
め
の
調
査

研
究
及
び
広
報
活
動
に
生
か
し
、
町

民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
行
政
活

動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
文
教
民
生
経
済
常
任
委
員
会

副
委
員
長
　
新
井
　
英
行

学力向上と心豊かな児童生徒の育成
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